
今
月
旧
曰
に
戦
後
初
の
民

間
出
身
者
と
し
て
大
阪
市
長

に
就
任
し
た
平
松
邦
夫
市
長

が
お
曰
、
市
議
会
の
民
生
保

健
委
員
会
で
初
答
弁
。
質
問

は
関
淳
一
前
市
長
が
打
ち
出

し
た
同
和
行
政
の
見
直
し
方

針
に
対
す
る
姿
勢
が
中
心

で
、
最
初
の
答
弁
は
「
（
関

前
市
長
の
）
方
針
を
変
更
す

る
気
持
ち
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
述
べ
た
。
お
鱈
円
に
上
る

市
の
貸
付
金
が
焦
げ
つ
い
て

い
る
「
お
と
し
よ
り
健
康
セ

ン
タ
ー
」
（
中
央
区
）
に
つ

い
て
は
、
前
市
長
ら
の
運
営

震
任
を
追
及
す
る
姿
勢
も
示

し
、
市
電
か
ら
は
「
ぞ
つ
が

な
い
」
と
い
う
感
想
も
出
た
。

平
松
市
長
は
民
主
、
国
民

新
推
薦
で
市
長
選
を
戦
っ
た

た
め
、
鍛
会
の
与
党
は
民
主

硅
議
会
デ
ビ
ュ
ー
そ
つ
な
し
巫

辮
質
問
１
時
間
、
原
稿
な
し
答
弁
も
恥
６

》
鑿
謂
竈
霊
鑿
灘
羅
嚢

の
悪
が
計
約
１
時
間
、
質
胤
康
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

問
。
平
松
市
長
は
原
誓
し
質
問
。
最
新
の
建
物
の
鑑
定

で
答
え
倉
面
も
あ
っ
た
。
額
が
３
億
４
２
０
０
７
３

同
野
策
蔓
と
し
て
麹
憾
８
４
０
０
万
円
し
か
泣

警
れ
だ
－
部
の
老
人
鰯
く
、
売
却
で
き
て
も
如
憾
円

セ
ン
タ
ー
の
事
業
見
攪
を
以
上
の
鳥
放
棄
は
確
警

取
り
上
膳
白
馬
霞
は
、
し
「
（
鳥
藍
讓
攪
｜

選
挙
で
平
松
市
長
鳶
蘆
倉
）
蕊
す
る
の
か
」
と

明
に
し
た
部
落
解
放
鬮
大
質
問
し
た
。
一

阪
府
連
の
欝
紙
の
コ
ピ
ー
平
松
市
長
は
「
過
去
に
さ

き
實
会
室
で
配
り
「
そ
の
か
の
ぼ
っ
て
鷺
が
明
確
に

他
の
事
警
巖
、
蕊
見

直
し
の
蔀
で
も
薑
は
な

い
の
か
」
と
質
問
。
平
松
市

長
は
邊
腱
、
歪
性
が

な
い
も
の
は
見
直
す
、
リ
セ

ッ
ト
す
る
と
い
う
謀
は
変

わ
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

公
明
霞
は
、
市
の
胃

金
沁
億
円
の
焦
げ
蔓
が
問
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平
松
大
阪
市
長
が
初
答
弁

蕊
繼
繍
鍵
灘
一
蕊 ，

辻
義
隆
魑
国
（
公
明
）
の
質

問
に
答
一
憂
恰
市
側
は
、
民
間

法
人
へ
の
事
業
露
渡
方
針
を
決

め
て
い
る
同
セ
ン
タ
ー
の
鑑
定

額
が
３
億
４
２
０
０
万
～
３
儲

８
４
０
０
万
円
で
、
３
法
人
が

鴎
入
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
も

公
表
。
今
後
、
３
法
人
か
ら
運

営
方
針
の
提
案
を
受
け
、
来
年

２
月
ま
で
に
選
定
す
る
。




